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（１）バリアフリー推進ネットワークからのお知らせ 

■交通バリアフリー推進の集いのお知らせ 

  第３回交通バリアフリー推進の集いを下記の通り、開催することになりました。詳細について

は後日お知らせ致します。 

開催日時：２００４年１１月１２日（金） 

１３：２０～１６：３０ 交通バリアフリー推進の集い 

       １７：００～１８：３０ 懇親会 

開催場所：国立オリンピック記念青少年総合センター 小ホール（昨年同様） 
なお、本年度も「バリアフリー優秀施設・活動大賞」の募集をいたします。自薦・他薦を問い

ません。詳細はホームページをご覧ください。 
→http://www.ecomo.or.jp/itami_sengen/itami_index.html 

 

■交通バリアフリー推進の集い、交通バリアフリー推進セミナー報告書配布について 

  交通バリアフリー推進の集い（平成15年11月14日開催）の当日配付資料をご希望の方は、ご

連絡ください。また、平成13年度１年間で、全国10カ所で開催しました交通バリアフリー推進

セミナーの報告書を作成しました。また、当日配付資料もございますので、ご希望の方は、ご連

絡ください。  →FAX：03-3221-6674 E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp 

 

 

（２）ネットワーク参加団体からのお知らせ 

■ひょうご移送サービスセミナー～行きたいところへ行く、会いたい人に会うそんな願いがかなう

まちにむけて～ 

   月 日   ６月２９日（火）10:30～16:30 

会 場   兵庫県農業共済会館 ７階大会議室 

対 象   社協・ＮＰＯ等の移送サービス関係者、行政等の交通政策担当者など 

参加費   2,000円 ※当日、受付にてお支払いください。＜定員：２００名＞ 

申 込   ６月２３日（水）必着でお申し込みください。なお、定員になり次第締め切らせ

ていただきます 

お問合・参加申込先：兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部（福本・馬場） 

住  所 〒651-0062 神戸市中央区坂口通2-1-18県福祉センター内 

電話078-242-4634 FAX078-242-7947 メールアドレス：chiiki@hyogo-wel.or.jp 

 

■市民活動による非営利移送サービスの「ガイドライン」学習会  

日 時 ７月４日（日） １０：００～１２：００ 

会 場 セントラルプラザ会議室  東京都新宿区神楽河岸１－１ 

      ＪＲ総武線飯田橋駅下車１分 

内 容「移送サービスのこれまでの経過と今後の方向性」阿部司氏（東京ﾊﾝﾃﾞｨｷｬﾌﾞ連絡会代表） 

     「ガイドライン」の具体的内容と手続き」伊藤正章氏（東京ﾊﾝﾃﾞｨｷｬﾌﾞ連絡会事務局長） 

     「都内の状況報告」 

参加費 ２，０００円（連絡会会員１，０００円） 

申込み・問合せ先 東京ハンディキャブ連絡会 

    TEL＆FAX03-5261-8970  E-mail:office@tokyo-handicab.net 

※お申込みは、ＦＡＸまたはE-mailをご利用ください。 

 

■タクシーとＮＰＯ、協働の明日を考える～ｽﾍﾟｼｬﾙ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ｻｰﾋﾞｽの今後のあり方について～ 

日 時 7月3日（土）13：30～ 

場 所：大阪市社会福祉研修・情報センター 

プログラム：「タクシー会社の取り組みと今後の展開について」 

          黒田 司郎さん 堺相互タクシー（株） 代表取締役・全国介護移送協会会長 
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         パネルディスカッション： 

          「タクシーとＮＰＯ、協働の明日を考える」パネラー：ＮＰＯ団体 

お問合せ先：関西ＳＴＳ連絡会 ／ E-mail： k‐sts@e-sora.net 

 

■交通バリアフリー学習会 「交通バリアフリー法の現状と課題」 

日 時 7月8日（木）19:00～20:30頃 

会 場 東京ボランティア・市民活動センター 会議室Ｂ 

http://www.tvac.or.jp/tvac/welcome/whwh.html 

新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ10階 TEL03-3235-1171/FAX3235-0050 

東京メトロ飯田橋駅：ｴﾚﾍﾞｰﾀ出口地上より徒歩２分、B2b連絡口ｴｽｶﾚｰﾀｰより直結。 

       Ｊ Ｒ  飯田橋駅：西口（スロープ）より徒歩１分 

費 用 資料代 ５００円 

情報保障・点字版の当日資料をご希望の方は、お申し込み時にお伝え願います。 

      ・要約筆記（ＯＨＰ）あり。 

予定内容【お話】 森 一臣（もり かずおみ） 氏 

（国土交通省 総合政策局 交通消費者行政課交通バリアフリー対策室 係長） 

●法律ができる時から、現状まで 

●課題と、法律「見直し」の流れ 

●利用者・市民に期待すること （質疑） 

お申込み 1.[７月８日学習会] 、2.ご氏名，3.ご所属,4.お電話番号,5.FAX番号,  

     6.ご住所, 7,電子メールアドレスをご記入の上、下記「バスから地域交通を考える

会」申込先までお送り頂けますよう、お願い申し上げます。特にお返事は致しませ

ん。当日、会場へお越し下さい。 

主催・申込・問合 バスから地域交通を考える会 TEL&FAX(0422)41-4147（ほしの） 

Ｅ-mail buskara@yahoo.co.jp 【ＵＲＬ 】http://bus-kara.hp.infoseek.co.jp   

郵送〒180-0005 東京都 武蔵野市 御殿山1-7-20 波田野荘１号室 星野方 

共  催 アクセス東京、特定非営利活動法人 あふネット、世田谷福祉まちづくり研究会、Ｊ

Ｒ新宿駅の安全とバリアフリーを考える会、視覚障害者労働問題協議会、持続可能

な交通を考える市民ネットワーク、特定非営利活動法人 市民福祉サポートセンター、

土木学会高齢者交通小委員会、 日本福祉のまちづくり学会 

後  援 全国鉄道利用者会議・関東支部、身の丈フィット 

 

 

（３）エコモからのお知らせ 

■知的障害・精神障害のあるお客様への交通従事者向け応対マニュアルの作成 

「ゆっくり」「ていねいに」「くりかえし」―知的障害、精神障害のあるお客様への応対― 

このたび、国土交通省では知的障害のある方、精神障害のある方の基礎知識や、応対のポイン

トなどを当事者や専門家の方々の意見を参考にして、わかりやすくまとめ、全国の交通事業者に

配布しました。交通事業者の方にこのマニュアルを活用することにより、公共輸送機関としての

安全で快適な移動サービスの向上と、障害のある方をはじめとする多くの方のスムーズな外出、

一層の移動円滑化に寄与しようとするものです。 

 

 ■バリアフリー学習図鑑（CD-ROM）の作成 

  子供達がバリアフリーや福祉に関する学習を進める上で、障害のある人達の日常の不便さ等を

知り、ハード面のバリアフリー、ソフト面での（心の）バリアフリーを理解し、バリアフリー社

会の実現を自分のこととして捉えるため親しみやすいCD-ROMを作成しました。今後、教育委員会、

関係機関等へ配布する予定です。 

 

■らくらくおでかけネット 
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  現在は、鉄道駅3,598駅、空港74、バス153、旅客船437ターミナルの情報を提供しています。

最近の１日のアクセス件数は、約4,000件となりました。特に、携帯端末によるアクセスが増え

ています。また、ハンドル式電動車いすの鉄道利用が可能な駅が公表されています。なお、アド

レスは下記の通りです。 

アドレス：（パソコン版）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/index/ 

             （携帯版＝i-mode,j-sky）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile/ 

            （携帯版＝EZ-web）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile_ez/ 

 

■情報誌「旅ばりっ！（創刊号、第２号）」を配布しています 

  特定非営利活動法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンターが発行する「旅ばりっ！（創刊号と

第２号）」をご希望の方にお送りします。伊勢志摩方面のバリアフリーガイドとして、駅、飲食店、

宿泊、レジャー情報が満載です。今回新たに第２号もございますので、ご希望の方は下記までご

連絡ください。 

→FAX03-3221-6674 E-mail:ecomomail@ecomo.or.jp 

 

■海守クリーンアップキャプテン養成研修 

→ http://www.umimori.jp/pc/news/news_index/index.html 

日 時：2004年7月18日（日）9:30～17:00 ※受付開始9:30 

※7月19日（祝）10:00～11：45の「海フェスタふくおかクリーンアップ」にキャプテ

ンとして参加、当日参加者の有志と一区画データ収集を行っていただきます。 

場 所：福岡市志賀公民館 福岡市東区志賀島736-60 

交 通：博多旅客待合所（ベイサイドプレイス博多埠頭）から船で約30分 

募 集：50人（高校生以上）※翌日にキャプテンとして参加できる方 

参加費：500円（テキスト代の一部）※当日お支払下さい 

申込方法：①海守会員は氏名、海守会員番号、性別、「海守クリーンアップキャプテン養成研修希

望」を明記の上、海守事務局宛にメール（info＠umimori.jp）またはＦＡＸ

（03-3500-5708）にてお申し込み下さい。 

②海守会員以外の方は、氏名、住所、年齢、性別、電話番号（携帯可）、e-mail アド

レス、「海守クリーンアップキャプテン養成研修希望」を明記の上、海守事務局宛に

メールまたはＦＡＸにてお申し込み下さい。 

申込締切：7月4日（日）※応募者多数の場合は抽選を行います。参加決定者には7月8日（木）

を目途に参加証をメール、FAX（無い方は郵送）でお送りします。 

 

■海フェスタふくおかクリーンアップ→ http://www.umimori.jp/pc/news/news_index/index.html 

日 時:2004年7月19日（祝）10:00～11:45 ※受付開始10:00 

場 所：福岡市東区志賀島 志賀島海水浴場 

交 通：博多旅客待合所（ベイサイドプレイス博多埠頭）から船で約30分 

募 集：自由参加 ※参加費無料 

問合せ：海フェスタふくおか実行委員会（TEL092-282-7308） 

※「海フェスタふくおかクリーンアップ」のみのご参加の場合、申込みの必要はありません。 

お問合せについては海フェスタふくおか実行委員会にご連絡下さい。 

 

■公共交通ターミナルのバリアフリー度評価について 

   公共交通ターミナルのバリアフリー度評価に関する簡易評価マニュアルを公開していますが、
こちらは、あくまでも地域の市民や学生の皆様などが自主的に評価に取り組まれる時のために提

供していますので、ご自由にお使いください。なお、実際に駅を評価される場合は、皆様の自主

的な活動として、鉄道事業者の方にご連絡してください。 
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（４）行政からのお知らせ 

■交通バリアフリー法基本構想策定状況（平成16年5月まで） 

 基本構想を作成済みの市区町村 136市町村(146基本構想) 

  詳細に関しては、国土交通省のホームページをご覧ください。→ http://www.mlit.go.jp/ 
 

 

（５）各種催し物のお知らせ 

■第10回UDを考える会のご案内 

日 時：2004年7月16日（金）19：00～ 

場 所：サロン「集＆ＹＵ」 港区西新橋２－１３－６ ミタニビル３階 

     Tel 03-3504-2387 FAX 03-3504-2397  http://shu-yu.net 

  会費：3500円（軽いお食事とお飲み物つき） 定員：20名 

お問い合わせ・お申し込み先 原 利明 E-mail：t.hara@jice.or.jp 

＊ｻﾎﾟｰﾄなどが必要な方は、申し込みのときにお申し出ください。できる限りのことは対応さ

せていただきます。 

■アクティブヒューマンライフ２００４   

   日 程：７月１日（木）～３日（土） 

   場 所：パシフィコ横浜 展示ホールC・D アネックスホール 

   参加費：無料 

  ■駅・まちづくりフェア http://www.noma.or.jp/stf/index.html 

    日 程：７月１４日(水)～１６日(金)   
場 所：東京ビッグサイト西展示棟西3・4ホール 

  ■病院・福祉施設住環境フェア2004 http://www.noma.or.jp/hwl/ 

    日 程：７月１４日(水)～１６日(金)   
場 所：東京ビッグサイト西展示棟西西1ホール 

  ■日本福祉のまちづくり学会 第７回全国大会 http://www.jice.or.jp/fukushi/index.html 

日 程：７月２２日（木）～２３日（金）   
場 所：マリオス（盛岡市盛岡駅西通２－９－１ 盛岡駅西口駅前） 

■第11回全国中途失聴者・難聴者福祉大会in Tokyo http://www.tonancyo.org/2004/ 

日 程：１０月８日（金）～１０月１１日（月）の４日間 

場 所：＜第一会場＞アルカディア市ヶ谷 

＜第二会場＞日本大学会館 

■第31回国際福祉機器展 H.C.R. 2004  http://www.hcr.or.jp/ 

日 程：１０月１３日(水)～１０月１５日(金) 

場 所：東京ビックサイト東1-6ホール 

■第６回西日本国際福祉機器展  http://www.nishiten.or.jp/fukushi/ 

    日 程：１１月１２日（金）～１４日（日） 

    場 所：西日本総合展示場新館 

■第30回土木計画学研究発表会（秋大会）http://www.jsce.or.jp/committee/ip/index.htm 

日 程：１１月２１日（日）～２３日（火）   
場 所：山口大学工学部 

■GO街金沢バリアフリーマップ公開中 http://www15.big.or.jp/~syouten/gogai/ 

「IT による障害者の外出支援」というテーマのもと 石川県金沢市の店舗や施設のトイレの

情報を提供するサイト、「GO街金沢バリアフリーマップ」を運営しています。  

これは、トイレの有無が外出への不安を大きくしているという 身体障害者の声に基づいて作

成した 金沢市内の身体障害者用トイレを設置してあるお店や、 バリアフリーに対する意識の

高いお店を紹介するサイトです。 今後も新規掲載店舗追加、メールマガジン発行など サイト

を充実していきたいと考えています。 

  ■鬼怒川・川治温泉にＵＤシールを貼りました http://www.nc-21.co.jp/hoeru/universal1.html 
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    5 月 29 日（土）読売新聞・栃木版にＵＤシールが掲載されましたのでご覧ください。なお、

鬼怒川・川治温泉のパンフレットは、Ａ４の上質の用紙で各部屋（4,000 室）におき、浴場に

はＡ３のものを貼っています。このパンフレットは、4 カ国語で説明があり、日本語を読めな

い外国人観光客にも配慮したＵＤシールです。このＵＤシールは埼玉県の文化振興課のＵＤご

担当と一緒に視覚障害者の方々にお会いし、いろいろアドバイスを頂き作成したものです。 

 埼玉県のＵＤのＨＰでもとりあげられました。 

   http://www.pref.saitama.jp/A02/BP00/universal/community/find_ud/find_2.htm 

国交省の（財）地域開発研究所でも取り上げられました。 

   地域開発研究所では、知的障害者にも有効との見解を示しております。 

    http://www.ias-ud.com/ 

 
（６）その他 

■書籍に関して  

現在バリアフリー関係の書籍、パンフレットを発行しております。ご興味のある方は、当財団

のホームページへ。→ http://www.ecomo.or.jp/barier_free/bari_f_index.html 

 

■記事募集中！ 

 現在、次号メールマガジンに掲載させて頂ける記事を募集中です。セミナーのお知らせや、

活動報告、コラム等々何でも結構です。どしどしお寄せください。掲載をご希望の方は、メール

かFAXでお送りください。 

   → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

  

■お願い（必ずお読みください。） 

・転送先について 
   このメールマガジンをご転送頂く際は、そのネットワーク、もしくは団体のお名前と人数を

お教え頂ければと思います。 → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

・送付先について 

このメールマガジンをなるべくE-mailで送付させて頂きたいと思います。アドレスをお持ち

の方はご連絡ください。 → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

 

コラム 

 

 梅雨でうっとうしい時期ですが、体にカビが生えないよう休日はできるだけ出かけるようにして

いますが、先日、高尾山の帰り「相模湖駅」で鉄道の陸橋の階段の上から重そうな荷物をもったお

ばあちゃんが降りてきました。それに気づいた私の前にいた二十歳少し前ぐらいのカップルの女性

が駆け寄り、やさしくそのおばあちゃんに声をかけ、荷物を降ろすのを手伝うよう申し出ていまし

た。最近、テレビ報道等で、まさかと思わせる少女の事件があったりして不快な毎日が続いていま

すが、この梅雨空に、ひとときの晴れ間の爽快さを味わうとともに、ほっと気分が楽になる休日で

した。 


